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学校教育計画（令和２年度～令和５年度） 

 

学校名 中央農業高等学校 課程・学科 全日制・農業科 

 

１  学校のミッション 

 全日制専門学科の高校として、産業の動向等に適切に対応し、生徒一人ひとりの学習や

進路等の目標の実現に応えるため、学年制によるカリキュラム・マネジメントに学校全体

で取り組み、学力の育成、豊かな人間性や社会性を培い、社会的・職業的に自立すること

をめざした学校づくりに取り組む。 

教育課程については、農業に関する専門教科・科目を中心に、専門性の向上を図る教育

に重点を置いて、実際的・体験的学習を重視して産業界等との連携をより一層深めるとと

もに、共通教科・科目の適切な設置に基づいて編成を行う。 

これまで、農業のもつ教育力で、「いのちの尊重に関する教育」の研究推進校として、

命を守り、育てる心の醸成に取り組んできたが、今後はさらに、自立した学習者の育成や

社会性の涵養に向け、自ら課題を発見し解決する力を育み、主体的に学ぶ意欲を高めるた

めの不断の授業改善の実施等、教育活動の充実に取り組む。 

 
２ 学校教育目標 

《学力・農業専門性の向上》 

〇幅広い教養と農業の専門知識・技能を身につけ、主体的に学習に取り組む態度を育成す

る。 

《体験重視の教育》 

〇実際的・体験的な学習を重視し、地域社会の発展に貢献するスペシャリストを育成す

る。 

《自立した学習者の育成》 

〇心身をつよくして、豊かな人間性を培い、社会的・職業的に自立した学習者を育成す

る。 

《いのちを尊重する教育》 

〇いのちを尊び、自然を大切にし、思いやりをもって誠実に行動する態度を育成する。 

 
３ 計画策定時点での課題 

〇学力の育成 

〇専門性の教育の向上 

〇いのちを尊重する教育の更なる充実 

〇部活動の活性化（加入率の増加） 

〇多様な進路実現に向けての取り組みの強化 

〇ホームページの充実 

〇防災に対する意識の向上 

〇事故・不祥事防止の更なる徹底 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

・生徒の意欲を高める新たな教

育課程を編成し、確かな学力及

び農業に関する専門性の向上を

図る。 

 

・生徒の主体的な行動を促し、

生徒会活動や農業クラブの活動

を充実させる。 

・将来構想カリキュラム検討委

員会を発足させ、新学習指導要

領における教育課程を編成し、

確かな学力及び農業に関する専

門性の向上を図る。 

・生徒が中心となって行事づく

りを行えるように支援する。農

業クラブの活動をより活発化

し、専門性を活かし、各種発表

会や地域貢献活動へ積極的に参

加する。 

２ 
(幼児・児童･) 

生徒指導・支援 

・基本的な生活習慣を確立・定

着させるとともに、規範意識の

醸成を図り、部活動を活性化さ

せ、豊かな人間性、社会性を育

む。 

・インクルーシブ教育の視点に

たった生徒一人ひとりの個性や

状況に応じた生徒指導、支援体

制の充実を図る。 

・挨拶の励行等、生徒のマナー

やモラル向上のための日常的な

指導を充実させるとともに、生

徒会部活動・農業クラブの加入

率を向上させる。 

・インクルーシブ教育について

の理解を深め、生徒一人ひとり

のニーズを把握し、個に応じた

生徒指導、教育相談体制を充実

させる。 

３ 進路指導・支援 

・体験的学習を重視し、勤労

観・職業観を育成し、進路指導

の充実を図る。 

・社会的自立に向けた教育の充

実に取り組む。 

・農業体験活動の一層の充実を

図るとともに、早い時期からの

就業体験を実施する。 

・学年別の進路説明会、進路ガ

イダンスの充実を図る。 

４ 地域等との協働 

・学校の教育力（農業）を活か

し、地域との協働・連携を一層

強化する。 

・特別支援学校との連携・交流

をとおして、インクルーシブ教

育の推進を図り、いのちや人権

を尊重する精神を育む。 

・生徒会部活動・委員会・農業

クラブの活動や生産物販売会等

をとおして地域との交流を深め

る。 

・えびな支援学校と教科活動、

特別活動を通じた交流を深め、

教育相談等でも連携を図る。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・学校施設環境の整備と防災・

防犯意識を高め安全教育を充実

させる。 

・事故・不祥事防止の徹底を図

り、信頼される学校づくりを推

進する。 

・農場環境の整備、校内施設等

の定期的な点検を実施し、安

全・安心な学習環境を整備す

る。 

・事故・不祥事防止研修の充実

を図る。 

 

 


